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【手続補正書】
【提出日】平成24年1月30日(2012.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　治療上有効量のロスバスタチンまたはその医薬的に許容される塩、１以上の放出調節剤
および１以上の医薬的に許容される賦形剤を含む調節放出医薬製剤であって、
　調節放出医薬製剤が、経口投与の際、即時放出型製剤と比べたときに副作用の発生率を
低下させ、有効性を改善する調節放出医薬製剤。
【請求項２】
　調節放出医薬製剤が、経口投与の際、即時放出型製剤と比べると横紋筋融解症、筋疾患
および腎臓毒性の発生率を低下させる、請求項１に記載の調節放出医薬製剤。
【請求項３】



(2) JP 2011-510974 A5 2012.3.15

　放出調節剤が、親水性もしくは疎水性またはその組み合わせである、請求項１または２
に記載の調節放出医薬製剤。
【請求項４】
　治療上有効量のロスバスタチンまたはその医薬的に許容される塩、１以上の放出調節剤
および１以上の医薬的に許容される賦形剤を含み、
　ロスバスタチンの最大ピーク濃度が、経口摂取の際、即時放出型製剤によってもたらさ
れるものより統計的に低くなる調節放出医薬製剤。
【請求項５】
　治療上有効量のロスバスタチンまたはその医薬的に許容される塩、１以上の放出調節剤
および１以上の医薬的に許容される賦形剤を含み、
　ロスバスタチンの最大ピーク濃度に達するための時間が、経口摂取の際、即時放出型製
剤によってもたらされるものより統計的に長くなる調節放出医薬製剤。
【請求項６】
　治療上有効量のロスバスタチンまたはその医薬的に許容される塩、１以上の放出調節剤
および１以上の医薬的に許容される賦形剤を含み、
　ロスバスタチンの濃度－時間曲線下の面積が、経口摂取の際、即時放出型製剤によって
もたらされるものより統計的に小さくなる調節放出医薬製剤。
【請求項７】
　治療上有効量のロスバスタチンまたはその医薬的に許容される塩、１以上の放出調節剤
および１以上の医薬的に許容される賦形剤を含む調節放出医薬製剤であって、
　調節放出医薬製剤が、経口投与の際、即時放出型製剤と比べたときに肝臓バイオアベイ
ラビリティの増加と全身バイオアベイラビリティの減少をもたらす調節放出医薬製剤。
【請求項８】
　治療上有効量のロスバスタチンまたはその医薬的に許容される塩、１以上の放出調節剤
および１以上の医薬的に許容される賦形剤を含み、
　体循環におけるロスバスタチンの全身暴露の総量が、経口投与の際、即時放出型製剤と
比べたときに低減される調節放出医薬製剤。
【請求項９】
　治療上有効量のロスバスタチンまたはその医薬的に許容される塩、１以上の放出調節剤
および１以上の医薬的に許容される賦形剤を含む調節放出医薬製剤であって、
　調節放出医薬製剤を含む組成物が、それを必要とする哺乳類への経口投与の際、制御下
にロスバスタチンを放出し、その結果、即時放出型製剤について観察される２つのピーク
濃度と比べると最初のピーク濃度を最小とするかまたは削除する調節放出医薬製剤。
【請求項１０】
　治療上有効量のロスバスタチンまたはその医薬的に許容される塩、１以上の放出調節剤
および１以上の医薬的に許容される賦形剤を含み、
　ロスバスタチンの約１０～５０％が約２時間で放出され、約２０～７０％が約４時間で
放出され、約４０～９０％が約８時間で放出され、約７５％より多くが約２４時間で放出
される調節放出医薬製剤。
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